
平成２９年度事業

２０１７年１０⽉２３⽇
公益財団法⼈ 共⽤品推進機構

共⽤品・共⽤サービス

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

福祉⽤具 共⽤品 ⼀般製品

Ⅰ．専⽤福祉⽤具

Ⅱ．共⽤福祉⽤具

Ⅲ．共⽤設計製品

Ⅳ．バリア解消製品

Ⅴ．⼀般製品

Ⅴ



「共⽤品」市場規模調査

共⽤品推進機構の事業
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普
及
1

③
普
及
２

④
そ
の
他

（１）ニーズ把握
1）不便さ/便利さ
2)  モニタリング

（２）標準化
（３）普及

１）データベース
２）展⽰会
３）講座
４）市場規模調査
５）他国への発展

（１）規格作成
1）JIS原案
2)  国際規格

（２）多機関との連動

（１）データベース
（２）展⽰会
（３）講座
（４）共⽤サービス
（５）アジア連携
（６）情報収集・提供

（７）その他 普及
１）事業の拡張
２）広報の充
３）その他

（１）理事会
評議員会

（２）賛助会員

1991年〜市⺠団体
1999年〜 財団法⼈
2012年〜公益財団法⼈
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「不便さ調査」 ＋ 「良かったこと調査」
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マイナス → ゼロ ゼロ → プラス



平成2９年度
パッケージに関する良かったこと調査

＋
難病（⽪膚）
難病（内部）
難病

×



⽇本在住の外国⼈の不便さプレ調査

⾼齢者及び障害のある⼈々の
ニーズに対応した

規格作成配慮指針

⽇本提案、『ISO/IECGuide71』
2017年1⽉ ＪＩＳＺ８０７１ 改正

2001年11⽉発⾏

規格におけるアクセシビリィ
配慮のためのガイド

2014年12⽉発⾏

2003年発⾏

2017年1⽉発⾏



⾼齢者・障害者 アクセシブルデザイン関連ＪＩＳ ３７種類 2017年2⽉現在
【基本規格】
NO. 規格番号 タイトル

1 JISZ8071 規格におけるアクセシビリティ配慮のための指針
【視覚的配慮】
NO. 規格番号 タイトル

2 JISS0031 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－視覚表⽰物－⾊光の年代別輝度コ
ントラストの求め⽅

3 JISS0032 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－視覚表⽰物－⽇本語⽂字の最⼩可
読⽂字サイズ推定⽅法

4 JISS0033 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－視覚表⽰物－年齢を考慮した基本
⾊領域に基づく⾊の組合せ⽅法

【聴覚的配慮】
NO. 規格番号 タイトル

5 JISS0013 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－消費⽣活製品の報知⾳

6 JISS0014 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－消費⽣活⽤製品の報知⾳－妨害⾳
及び聴覚の加齢変化を考慮した⾳圧レべル

【触覚的配慮】
NO. 規格番号 タイトル

7 JISS0011  ⾼齢者・障害者配慮設計指針－消費⽣活⽤製品における凸点及び
凸バー

8 JISS0052 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－触覚情報－触知図形の基本設計⽅
法

9 JIST0921 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－点字の表⽰原則及び点字表⽰⽅法
－公共施設・設備

10 JIST0922 触⾼齢者・障害者配慮設計指針－触知案内図の情報内容及び形状
並びにその表⽰⽅法

11 JIST0923 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－点字の表⽰原則及び点字表⽰⽅法
－消費⽣活製品の操作部

12 JIST9253 紫外線硬化樹脂インキ点字ー品質と試験⽅法
13 JISX6302-9 識別カードー記録技術ー第9部︓触ってカードを区別するための凸記号
14 JISX6310 プリペードカード－⼀般通則

【包装・容器】
NO. 規格番号 タイトル
15 JISS0021 包装－アクセシブルデザイン－⼀般要求事項
16 JISS0022 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－包装・容器－開封性試験⽅法
17 JISS0022-3 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－包装・容器－触覚識別表⽰
18 JISS0022-4 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－包装・容器－使⽤性評価⽅法

19 JISS0025 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－包装・容器－危険の凸警告表⽰－
要求事項

【消費⽣活製品】
NO. 規格番号 タイトル
20 JISS0012 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－消費⽣活製品の操作性
21 JISS0023 ⾼齢者配慮設計指針－⾐料品
22 JISS0023－2 ⾼齢者配慮設計指針－⾐料品－ボタンの形状及び使⽤法

【施設・設備】
NO. 規格番号 タイトル
23 JISS0024 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－住宅設備機器

24 JISS0026 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－公共トイレにおける便房内操作部の
形状，⾊，配置及び器具の配置

25 JISS0041 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－⾃動販売機の操作性

26 JIST0901 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－移動⽀援のための電⼦的情報提供
機器の情報提供⽅法

27 JIST0902 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－公共空間に設置する移動⽀援⽤⾳
案内

28 JIST9251 齢者・障害者配慮設計指針－視覚障害者誘導⽤ブロック等の突起の
形状・⼨法及びその配列

【情報通信】
NO. 規格番号 タイトル

29 JISX8341-1 ⾼齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信における機器，ソフトウェ
ア及びサービス―第１部︓共通指針

30 JISX8341-2 ⾼齢者・障害者等配慮設計指針－情報通信における機器，ソフトウェ
ア及びサービス－第２部︓パーソナルコンピュータ

31 JISX8341-3 ⾼齢者・障害者等配慮設計指針－情報通信における機器，ソフトウェ
ア及びサービス－第３部︓ウェブコンテンツ

32 JISX8341-4 ⾼齢者・障害者等配慮設計指針－情報通信における機器，ソフトウェ
ア及びサービス－第４部︓電気通信機器

33 JISX8341-5 ⾼齢者・障害者等配慮設計指針－情報通信における機器，ソフトウェ
ア及びサービス－第５部︓事務機器

34 JISX8341-6 ⾼齢者・障害者等配慮設計指針－情報通信における機器，ソフトウェ
ア及びサービス－第６部︓対話ソフトウェア

35 JISX8341-7 ⾼齢者・障害者等配慮設計指針－情報通信における機器，ソフトウェ
ア及びサービス－第７部︓アクセシビリティ設定

【コミュニケーション】
NO. 規格番号 タイトル
36 JISS0042 ⾼齢者・障害者配慮設計指針－アクセシブルミーティング
37 JIST0103 コミュニケーション⽀援⽤絵記号デザイン原則

共⽤品の規格体系

①基本規格

②共通規格

③個別製品規格
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81131〜４ 触覚による警告

81212 取り扱い説明書
812131 操作具
812132 操作具配置
812133 操作具状態
812134 容器形状
812136 応答時間
812137 構築環境
8131 使⽤期限表⽰

814 成分表⽰

815 表⾯温度
816 アクセシブルな経路
817 道理にかなった⼿順

818 表⾯仕上げ

819 ⾮アレルギー性 素材
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823 素材の⽕災安全性
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TC 159

SC 4 SC 5

WG 5WG 10

⼈間⼯学の
専⾨委員会

WG 2
【審議中】
・ISO/IEC ガイド71⼈間⼯学データ

【発⾏済み】
・消費⽣活⽤製品の凸点・凸バー
【審議中】
・触知図形の基本設計⽅法
・最⼩可読⽂字サイズ
・消費⽣活⽤製品の報知光
【提案予定】
・消費⽣活⽤製品の操作性
・消費⽣活⽤製品の⾳声案内

【発⾏済み】
・消費⽣活⽤製品の報知⾳
・報知⾳の⾳量設定⽅法
・年代別輝度コントラスト
・⾳声アナウンスの⾳量設計⽅法
【審議中】
・⾊の組合せ⽅法－第１部
【提案予定】
・⾊の組合せ⽅法－第２〜４部

・コンビーナ︓
倉⽚（産総研）

・コンビーナ︓伊藤（産総研）
・セクレタリ︓佐藤（産総研）

・コンビーナ︓佐川（産総研）
・セクレタリ︓倉⽚（産総研）

・議⻑︓ドイツ
・幹事国︓ドイツ

※本事業に係るSC/WGのみを表⽰

TC 173

SC 1
⾞いす

SC 7
アクセシブルデザイン

SC 2
分類と⽤語

SC 6
障害者⽤
リフト

SC 3
ストーマ・お
むつ・集尿器

WG3 WG5  WG4
触覚情報のアクセ
シブルデザイン
（点字表⽰）

アクセシブルミー
ティング

WG1 WG9

触知案内図

積極的参加国（Ｐメンバー）１3カ国
中国・⽇本・韓国・イスラエル・南アフリカ・イタ
リア・イギリス・スウェーデン・デンマーク・スペイ

ン・ドイツ・アイルランド・チリ
議⻑︓⼭内繁⽒︓⽀援技術開発機構

事務局︓共⽤品推進機構

WG1 WG2 WG6  

公共空間（トイレ
における便房内の
操作部

コミュニケーション⽀
援⽤ボード

公共空間の
⾳案内

２０１０年３⽉５
⽇

設⽴

オブザーバー国（Ｏメンバー）4カ国
スイス・フィンランド・マレーシア・

ル－マニア

Ｗ
G10

福祉⽤具の
専⾨委員会



消費⽣活⽤製品のアクセシビリティ評価⽅法に関する国際標準化

操作性のアクセシビリティに関する国際標準化
Ergonomics – Accessible design - Ease of handling for consumer products 

(人間工学－アクセシブルデザイン－消費生活製品の操作性) 

 

1. Scope（適用範囲） 

2. Normative references（引用規格） 

3. Terms and definitions（用語と定義） 

4. 全体事項（General） 

4.1 操作部及び操作要素の配置と認識 

（Layout and identification of a control panel and a control） 

4.2 操作に必要な力（Strength） 

4.3 巧緻性（Products that need fine and accurate operation） 

4.4 複合動作の禁止（Products that need multiple operations） 

4.5 多様な操作手段の確保 （Multiple means of operation） 

4.6 適切なフィードバック（Feedback） 

4.7 手順の分かりやすさ（Logical process） 

4.8 誤操作の対処・防止、安全性の確保（Failsafe, safety） 

4.9 その他（全体、組み立て、設置、収納、メンテナンスなど） 

 （Others, assembly, installation, storage, etc） 

5. 操作に関する人間工学的要求事項 

（Ergonomic requirements for a specific handling） 

5.1 持ち上げ、持ち運び、（手で）押す・引く 

（Lifting, carrying, pushing and pulling by hands） 

5.2 回す・ひねる、（指で）押す・引く、握る・掴む、スライドする 

（Rotating/twisting, pushing/pulling by fingers, gripping/grasping,

sliding） 

5.3 到達範囲（Reach range） 

附属書 操作性において考慮すべきデザイン項目とそれらの相互関係 

 

 



アクセシブルデザイン －
視覚に障害のある⼈々が利⽤する

取扱説明書の作成における配慮事項(案）

適⽤範囲
この規格は，消費⽣活⽤製品（以下，製品という。）の取扱説明書（点
字版，墨字版及び電⼦データ版）作成に関する視覚に障害のある⼈々（
加齢によって視⼒が低下した⼈を含む。）に対する配慮事項について規定する
。
序⽂
1 適⽤範囲
2 引⽤規格
3 ⽤語及び定義
4 記述形態
5 提供⽅法

6 配慮事項
6.1⼀般的配慮事項
6.2 点字版作成のための配慮事項
6.3 墨字版作成のための配慮事項
6.4 電⼦データ版作成のための配慮事項

ＩＳＯ/ＩＥＣ ガイド71改訂

表⽰規格
⑤製品⾳声案内
⑥点字表⽰ 改正

各種
ガイドライン

①ＪＩＳＺ８０７１ 改正

③消費⽣活製品の操作性JISS0012 改正
アクセシビリティ ⼀般要求事項

ＪＩＳＸ
８３４１
シリーズ

取扱い説明書
②視覚障害対応取説操作性規格

家電

情報機器

事務機器

玩具

⽂具

⽇⽤品

調理・料理

在宅医療

④消費⽣活⽤製品のＡＤ使⽤性評価

ＡＤ試験機関の設置準備

ＡＤ使⽤性評価・登録機関の設置準備

ＡＤ使⽤（適合）性評価指針 素案

ＡＤ使⽤性評価国際標準化

その他

アクセシブルミーティング

アクセシブルミーティング

ＡＤ使⽤性評価・登録機関の試⾏

ＡＤ使⽤性評価国内標準化

ＡＤ使⽤性評価・登録機関の実施

ＡＤ製品のデータベース化

当事ニーズ調査指針

共⽤品・共⽤サービスに関する配慮基準体系の構築



家 庭 住居型施設 宿泊施設、公共的施設

個 ⼈ 家族共⽤ 来 客

家庭電気製品
家電製品協会

情報通信ネットワーク機器
ＣＩＡＪ

ビジネス機械・情報システム
ＪＢＭＩＡ

福祉⽤具
テクノエイド協会

包 装
⽇本包装技術協会

玩 具
⽇本玩具協会

⽇⽤品
⽇本プラスチック⽇⽤品⼯業組合

家 具

住宅、マンション

家庭電気製品、住宅設備機器

情報機器

福祉⽤具

開封しやすい包装・容器

⽂具

⾷器

バス⽤品 家具

筆談器

プリンター

チェックイン機

宿泊施設

公共交通機関

駅、空港、百貨店

ペーパーホルダー 空港ロビー

消費⽣活⽤製品

公共財への拡⼤

⽂ 具
全⽇本⽂具協会

公共空間で使⽤される機器

⾐ 類レバーハンドル

インターホン

ＡＤ製品評価公開サイト

製造者・供給者

ＡＤ製品

ＡＤ製品開発

ＡＤ評価

流通・販売
中間ユーザー

公共的施設
役所、交通、医療など

住宅・施設などの
設計者・運営者

利 ⽤ 者

様々な使⽤者

健常者、⾼齢者、
障害者

感覚障害（視覚、聴覚等）
肢体不⾃由（⾞いす）、

認知能⼒障害 等

評価情報を
登録

AD評価普及促進機関による
公開サイト・データベース運営

データベース

Ｗｅｂサーバー

ＡＤ評価公開制度 共⽤品推進機構 2017年 1⽉作成

AD評価基準

ＡＤ-ＪＩＳ
(評価⽅法）

ＡＤ
チェックリスト

中卸 顧客への提案など

様々な販売形態
店舗、通信販売

・管理運営
・セキュリティ など

コメントの書き込みフィードバック

情報を
利⽤

情報の
活⽤

コメント
書き込み

専⾨員、バイヤー



「まがるもん」

「洗剤⾃動洗濯機」

「声でお知らせカップめん」



⼀般の部 最優秀賞 ⼩暮愛⼦さん

「レミノ」





「課題」と「夢」

１．誰もがに、範囲を広げる
２．もっと多くの人に、知らせる

３．「後追い」から「先回り」へ



表⽪⽔泡症 勉強会

今後の調査対象者

難病患者・患者／家族団体

認知症患者／家族団体

がん患者／家族ｊ団体

嚥下障害患者

慢性疾患患者・家族

ターミナルケア期在宅患者・家族

児童患者／家族ｊ団体

精神疾患・障害患者／家族ｊ団体

上記以外の疾患患者・家族

新規調査 実施・整理

分類別に配慮点を整理

既存の調査 再整理
視覚・聴覚・肢体不自由等

不便さ（改善すべき点等）や
関連ニーズを整理・分類



在宅ケア もの・こと・思い研究所
１．調査研究

（１）在宅療養者のニーズの確認

（２）介護者が使用する製品・サービス・療養環境の実態調査

（３）在宅療養者が使用する製品・サービス・療養環境の実態調査

２．標準化の推進

（１）標準化の適用範囲の検討

（２）適用範囲案、ＪＩＳ目次だての作成

３．普及・啓発

（１）データベースホームページ

（２）各種セミナー

（３）その他

４．人材育成

５．プラットホーム運営

在宅ケア もの・こと・思い研究所

連
携

患者・家族困ったわ！
（ニーズ）

良かったわ♪
（解決）

＜流通・販売＞

医師
看護師
薬剤師
歯科医師
歯科衛生士
管理栄養士
作業療法士
理学療法士
言語聴覚士
義肢装具士

介護福祉士
訪問介護員
（ヘルパー）
介護支援専門員
（ケアマネジャー）
福祉用具専門相談員
訪問理美容師など

＜医療・介護・福祉専門職など＞

＜ものづくり企業 企画・開発＞

コンビニ
ドラッグストア
調剤薬局
レンタル
カタログ・通販
医療機器卸
医薬品卸
物流など

医療機器・福祉用具・自助
具（表示部・操作部等）
食品、食器
製薬（パッケージ等）
アパレル
日用品、家電製品
各種デザイン、住環境など

＜行政＞

厚生労働省 経済産業省 ＡＭＥＤなど

連携

１．調査研究
２．標準化の推進
３．普及・啓発
４．人材育成
５．プラットホーム運営

＜協力会員＞
患者・家族団体（難病、慢性疾患等）、

障害者団体、個人

＜連携団体等＞
関連職種団体・個人

研究者・機関等

＜賛助会員＞

＜賛助会員＞

連携

連携

連携

一般財団法人 在宅ケア もの・こと・思い研究所
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杉並区身体障害者協会

杉並区視覚障害者協会

杉並区聴覚障害者協会

杉並区
肢体不自由児者父母の会

杉並区手をつなぐ育成会

杉並区重症心身障害児（
者）を守る会

杉並光友会
（原爆被爆者の会） 杉並家族会

杉並つくしんぼ会

すぎなみ若竹会

杉並パーキンソン病
友の会

杉並失語症友の会

青空の会

杉並区
中途失聴・難聴者の会

杉並区障害者団体連合会

１．各団体の活動の紹介

2．ＵＤ・共用品のご紹介
・展示会

3．地域での講座 講演
・杉並のＵＤとは
・西荻を楽しむ会等

４．よかったこと あつめ

調査・アジア

モンゴル 平成29年度



ベトナム盲人連合

モンゴル盲人連合



共⽤品研究所

【⽬的】
共⽤品の開発・普及を理論⾯から⽀えるべく、情報や調査研究成果の整理と共
成果発表機会の提供、研究者の交流、成果発信等の研究活動を⾏います。機構
⾃⾝や外部研究機関や企業の研究を進め、従来から進めてきた実践と“⾞の両
輪”の役割を担います。

【体制】
所⻑、運営委員、会員で構成されます。
（会員は⼤学等の研究者、企業の企画担当者等のほか、共⽤品に関して理論
的整理を歓迎します希望する⼈を想定します。法⼈会員・個⼈会員のうちから
参加を募ります）

【活動】
会員による発表・交流機会（例︓４半期ごと）、外発信（例︓成果や発表資
料を機構ＨＰで公表）等を⾏います。

運営は、研究所の運営委員会が機構事務局と密に連携しつつ⾏います。

イメージ画像

公益財団法⼈ 共⽤品推進機構


